
介護福祉科
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【授業科目名】

臨床心理学入門

【授業の種類】

講義・演習

【担当教員名】

木戸 里香

【授業の回数】

１５回

【時間数】

３０時間

【開講学年・時期】

２年後期

【必修・選択】

必修

【授業の到達目標及びテーマ・目標】

臨床心理学の基礎理論に触れながら、「自分」と「他者」との関係性を考える機会とし、自己理解をもとにし

た他者理解を目標とする。講義における心理的援助の体験を通して、介護福祉現場において臨床心理学的な人

間理解を深められるようにする。

【授業の概要】

臨床心理学の基礎理論、アセスメントの意義と心理検査、介入方法について学ぶ。心理的援助の方法について

掘り下げ、実際の介護福祉現場で必要とされる臨床心理学の技法の応用を学習する。

【授業計画】

第 １回：臨床心理学� � � � � オリエンテーション（受講者に望むこと・受講上の注意点等）

第 ２回：自己理解①� � � � � 意識と無意識

第 ３回：自己理解②� � � � � パーソナリティ理論

第 ４回：基礎理論①� � � � � 精神分析

第 ５回：基礎理論②� � � � � クライエント中心療法

第 ６回：基礎理論③� � � � � 認知行動療法

第 ７回：心理アセスメント① 質問紙法

第 ８回：心理アセスメント② 投影法

第 ９回：心理的援助①� � � � カウンセリングと傾聴

第１０回：心理的援助②� � � � 個別的なアプローチ

第１１回：心理的援助③� � � � 集団的なアプローチ

第１２回：事例研究発表①� � � 研究発表と各々の相互評価

第１３回：事例研究発表②� � � 研究発表と各々の相互評価

第１４回：事例研究発表③� � � 研究発表と各々の相互評価

第１５回：まとめ

定期試験

【テキスト名・著者名・出版社名・,6%1番号】

プリントを配布する。

【参考書・参考資料等】

吉川 悟 編著� � 『対人援助における臨床心理学入門』� � （ミネルヴァ書房）

【学生に対する評価】

定期試験� � � � � � � � ��％� � � � � 研究発表� � � � � � � � ��％

授業中のワーク提出� � � ��％� � � � � 授業への取り組み姿勢� � ��％

上記を総合して評価する。
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【授業科目名】

コミュニケーション技術Ｂ

【授業の種類】

講義・演習

【担当教員名】

木戸 里香

【授業の回数】

１５回

【時間数】

３０時間

【開講学年・時期】

２年前期

【必修・選択】

必修

【授業の到達目標及びテーマ・目標】

対人援助職に必要な人間関係を理解するとともに、専門性につながるコミュニケーション技術を習得すること

を目標とする。

【授業の概要】

介護における人間関係場面での自己と対人関係の相互作用を理解し、対人援助職が介護場面で求められるコミ

ュニケーション技術について演習を交えながら学ぶ。

【授業計画】

第 １回：介護におけるコミュニケーション オリエンテーション（受講者に望むこと・受講上の注意点等）

第 ２回：利用者・家族とのコミュニケーション� � � � � 利用者の意欲を引き出す方法

第 ３回：利用者・家族とのコミュニケーション� � � � � 利用者と家族の意向を調整する技法①

第 ４回：利用者・家族とのコミュニケーション� � � � � 利用者と家族の意向を調整する技法②

第 ５回：利用者の特性に応じたコミュニケーション� � � コミュニケーション障害の理解

第 ６回：利用者の特性に応じたコミュニケーション� � � コミュニケーション障害のある利用者への対応

第 ７回：利用者の特性に応じたコミュニケーション技術 高次脳機能障害

第 ８回：利用者の特性に応じたコミュニケーション技術 失語症

第 ９回：利用者の特性に応じたコミュニケーション技術 構音障害

第１０回：利用者の特性に応じたコミュニケーション技術 認知症・若年性認知症

第１１回：利用者の特性に応じたコミュニケーション技術 視力障害・聴力障害

第１２回：利用者の特性に応じたコミュニケーション技術 知的障害・精神障害

第１３回：チームのコミュニケーション� � � � � � � � � チームのコミュニケーションの意義

第１４回：チームのコミュニケーション� � � � � � � � � 会議

第１５回：まとめ

定期試験

【テキスト名・著者名・出版社名・,6%1番号】

新・介護福祉士養成講座５ コミュニケーション技術 第３版

介護福祉士養成講座編集委員会・中央法規出版 ,6%1�����������������

【参考書・参考資料等】

【学生に対する評価】

定期試験� � � � � � � � ��％� � � � � 研究発表� � � � � � � � ��％

授業中のワーク提出� � � ��％� � � � � 授業への取り組み姿勢� � ��％

上記を総合して評価する。
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【授業科目名】

発達と老化の理解Ｂ

（介護福祉分野における実務経験のある教員による授業科目）

【授業の種類】

講義・演習

【担当教員名】

宮田 京子

【授業の回数】

１５回

【時間数】

３０時間

【開講学年・時期】

２年後期

【必修・選択】

必修

【授業の到達目標及びテーマ・目標】

高齢者に多い疾病を理解し、介護過程を学ぶ際の情報収集やアセスメントのエビデンスに役立てることがで

きるようになる。

【授業の概要】

成長・発達の観点から老化を理解し、老化に関する心理や身体機能の変化及びその特徴に関する基礎的な知

識を学習する。特に、高齢者に多い疾患や老化に伴う機能低下が及ぼす日常生活への影響を学習する。

【授業計画】

第 １回：老化に伴う身体機能の変化と日常生活への影響 ①

第 ２回：老化に伴う身体機能の変化と日常生活への影響 ②

第 ３回：老化に伴う知的機能の変化と日常生活への影響� � 老化に伴う社会的な変化と日常生活への影響

第 ４回：健康長寿に向けての健康� � � 高齢者の症状・疾患の特徴

第 ５回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点（骨格系、筋系）

第 ６回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点（脳、神経系）

第 ７回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点（皮膚、感覚器系）

第 ８回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点（循環器系）

第 ９回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点（呼吸器系、消化器系）

第１０回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点（腎、泌尿器系）

第１１回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点（内分泌、代謝系）

第１２回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点（歯、口腔疾患、悪性新生物）

第１３回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点（感染症、精神疾患、その他）

第１４回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点 介護保険の特定疾病 ①

第１５回：高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点 介護保険の特定疾病 ②

定期試験

【テキスト名・著者名・出版社名・ISBN番号】� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ISBN978-4-8058-5772-4
最新 介護福祉士養成講座�� 発達と老化の理解 介護福祉士養成講座編集委員会 中央法規出版

【参考書・参考資料等】

高齢者のからだと病気� � 杉山孝博� � 中央法規

【学生に対する評価】

定期試験（��％）提出課題・小テスト等（��％）で評価
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